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はじめに 

私は気象学に興味があり、様々な現象を調べていたところ、

人工的にダイヤモンドダストを発生させる実験があることを知

った。しかしその実験にはいくつかの不確定要素があることが

わかったので、どのような条件下でダイヤモンドダストが発生

するのかを調べることとした。 

発生条件の通説として、①温度－１０℃～－３０℃、②高湿度

下、が言われているが、もう少し高い温度でも発生するのでは

ないかと仮説を立て、ダイヤモンドダストが発生する温度の上

限値及び、その時の湿度の下限値を調べることに絞って実験を

した。 

研究の方法 

図１のような、内壁に黒いビニールシートを貼り付けた金盥

を、発泡スチロールの箱の中央に置いた装置を用意した。 

 

図１ 実験装置 

 

・実験方法 金盥の外部周辺に、細かく砕いたドライアイスを

入れ、霧吹きを使って装置内の湿度を上げ、暗室に導入する。

装置内が冷えたら、よく膨らませたゴム風船を、金盥の中心部

で針を突き刺して破裂させる。実験中、懐中電灯で金盥内を照

らし続けた。装置内の温度が－５℃になったら実験を行い、ダ

イヤモンドダストが発生するまで－５℃ずつ温度を下げて実験

を繰り返した。 

結果 

 
図２ 温度変化のグラフ（縦軸温度[℃]、横軸時間[分]） 

 
図３ 湿度変化のグラフ（縦軸湿度[％]、横軸時間[分]） 

温度１０℃、湿度５０％から測定を開始し、その湿度を保った

まま温度を降下させ、－５℃になったところで風船を破裂させ

た際の温度の継時変化を表したのが図２、湿度の継時変化を表

したのが図３である。図３にあるように湿度は温度降下ととも

に下降してしまい、当初予定していた実験条件とは変わってし

まったが、ダイヤモンドダストは－５℃の時点で発生できるこ

とが確認できた。これは通説よりも高温である。この時の湿度

は３６％で、これも通説の高湿度下とは異なっていた。また、

当初－５℃ではダイヤモンドダストは発生しないと想定し、そ

こから－５℃ずつ温度を下げていくことを想定していたが、実

際は－５℃で発生したので、同一の条件下で１３回実験し、こ

の実験でのダイヤモンドダスト発生に再現性があることを確認

した。図２、図３はその１３回のうちのある回のデータである。 

考察 

通説の－１０℃よりも高い温度でもダイヤモンドダストは発

生したが湿度を上げることができなかった。、一方で湿度が上昇

しなかった原因は、霧吹きの水蒸気が結合し、冷やされて霜に

なってしまったためだと考えられる。１３回行った実験の中で

湿度の不規則な変化が見られた。実験を開始する際の温度の違

いが原因と考えられる。今回の実験を通して、低温中で湿度を

上げると霧や霜が発生することから、ダイヤモンドダストが昇

華ではなく、水滴が凝固することで発生するのではないかと考

えられる。この仮説については、今後検証していきたい。 

今後の予定・課題 

（１）装置内の温度をコントロールするためにドライアイスで

はなく保冷剤（－２０℃）を用いた実験を行う。現在、－２～

－６℃の間でばらつきがあり、温度を安定させることが課題で

ある。 

（２）湿度を霧吹きではなくウォーターバスの水蒸気を用いて

上昇させる実験を行う。現在、１時間で９８％まで上昇させる

ことができている。霧吹きを用いる実験では、装置の蓋を取る

際に、装置内と実験室内の温度差によって実験結果にばらつき

が起こることが懸念されたが、この方法で室内の湿度が操作で

きるようになったため、今後はこの方法を用いて実験を行いた

い。 

総合的な課題は、ダイヤモンドダストが発生する温度の上限

（０℃～－５℃）の確定、湿度の下限を探索すること。また、

ダイヤモンドダストが凝固して発生しているのかを調べること

だ。 
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